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　10月４日から、国民文化祭あきた2014が開催され、

北秋田市開催事業の一つ内陸線アートでは、内陸線沿

線で多くのアーティストの作品が展示されています。

それに合わせたように、内陸線の車窓から見える山々

は、何色もの色鮮やかな紅葉に染まり、乗客の目を楽

しませています。（比立内駅～奥阿仁駅間）～阿仁・比立内橋梁～～阿仁・比立内橋梁～

内陸線の窓に広がる内陸線の窓に広がる

自然が作る芸術作品自然が作る芸術作品
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式
典
で
は
津
谷
市
長
が
「
こ
の
10
年
間
、

本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
の
減
少

が
進
み
、
社
会
経
済
環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
果

た
す
役
割
へ
の
期
待
と
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
対
す
る
重
要
性
が
増
す
と
と
も

に
、
行
財
政
運
営
の
再
構
築
な
ど
、
ま
す

ま
す
地
方
の
自
立
と
自
主
性
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
市
民
の
一
体
感
の
醸

成
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
こ
の
10
年

間
で
培
っ
た
経
験
を
基
に
し
て
、
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
た
北
秋
田
市
を
全
国
に
向

け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
埋
も
れ
て
い

る
地
域
の
宝
を
発
掘
し
、
市
民
が
憩
い
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
、
明
る
く
元
気
な
北

秋
田
市
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

誓
う
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
松
尾
秀
一
市
議
会
議
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
来
賓
の
橋
口

昌
道
副
知
事
、
金
田
勝
年
衆
議
院
議
員
、

中
泉
松
司
参
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
が
、

10
月
11
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
関

係
者
約
６
０
０
人
が
出
席
し
、
10
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
節
目
の
年

を
祝
い
ま
し
た
。

北
秋
田
市
と
同
級
生

市
内
の
児
童
３
人
が
開
会
宣
言

北
秋
田
市
と
同
級
生

市
内
の
児
童
３
人
が
開
会
宣
言

「
明
る
く
元
気
な
北
秋
田
市
に
」

津
谷
市
長
が
式
辞

「
明
る
く
元
気
な
北
秋
田
市
に
」

津
谷
市
長
が
式
辞

　　
市
制
施
行
時
か
ら
様
々
な
分
野
で
市
の

発
展
に
多
大
な
尽
力
の
あ
っ
た
８
団
体
を

功
労
者
と
し
て
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

▽
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会

▽
農
事
組
合
法
人
坊
沢
営
農
組
合

▽
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
北
秋
田
市
連
合
婦
人
会

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

市
の
発
展
に
貢
献
し
た

　
　
８
団
体
に
特
別
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
し
た

　
　
８
団
体
に
特
別
表
彰

　
式
典
の
開
会
に

あ
た
り
、
北
秋
田

市
の
誕
生
と
同
じ
、

平
成
17
年
３
月
生

ま
れ
の
清
水
香
潤

さ
ん
（
合
川
小
４

年
）、
佐
藤
瑠
菜

さ
ん
（
前
田
小
４

年
）、
佐
藤
華
恋

さ
ん
（
鷹
巣
東
小

４
年
）
の
３
人
が

「
北
秋
田
市
と
私
た
ち
は
同
級
生
で
す
。

希
望
に
輝
く
、
命
を
彩
る
、
未
来
へ
羽
ば

た
く
、
大
好
き
な
北
秋
田
市
。
記
念
式
典

の
始
ま
り
で
す
」
と
開
式
の
宣
言
を
し
ま

し
た
。

る
な

か
れ
ん

▲受賞された団体の代表者が、市長
　から表彰状を受けとりました

▲　
（
左
か
ら
）華
恋
さ
ん
、

　
瑠
菜
さ
ん
、香
潤
さ
ん

　　
市
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た

「
北
秋
田
市
民
歌
」
が
、
１
５
０
人
の
大

合
唱
団
に
よ
り
、
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、作
詞
の
岡
部
剛
機
さ
ん（
奈

良
県
）、作
曲
の
道
谷
増
夫
さ
ん（
鳥
取
県
）

も
見
守
る
中
、
こ
の
10
周
年
記
念
式
典
の

た
め
に
編
成
さ
れ
た
、
市
内
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
12
団
体
１
５
０
人
と
秋
田
北
鷹

高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
っ
て
披
露
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え

て
歌
い
た
く
な
る
、
優
し
さ
や
温
も
り
を

感
じ
る
市
民
歌
に
会
場
か
ら
は
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
に
「
北
秋
田
市
民
歌
」

と
し
て
公
告
が
行
わ
れ
、「
北
秋
田
市
民

歌
」が
正
式
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
５
０
人
の
大
合
唱
団
に
よ
る

市
民
歌
の
初
披
露

１
５
０
人
の
大
合
唱
団
に
よ
る

市
民
歌
の
初
披
露

空
を
仰
げ
ば　
森
吉
の

峰
は
気
高
く　
そ
び
え
立
つ

若
い
力
と　
人
の
和
で

幸
せ
築
き　
進
み
行
く

あ
あ　
誇
ら
し
い　
北
秋
田

希
望
に
輝
く　
ふ
る
さ
と
よ

水
は
き
ら
め
く　
米
代
と

阿
仁
の
流
れ
が　
つ
む
ぐ
夢

め
ぐ
る
季
節
も　
鮮
や
か
に

豊
か
な
恵
み　
幸
を
呼
ぶ

あ
あ　
麗
し
い　
北
秋
田

命
を
彩
る　
ふ
る
さ
と
よ

浪
漫
漂
う　
縄
文
の

遙
か
な
歴
史　
受
け
継
い
で

理
想
抱
い
て　
は
ず
む
声

文
化
の
花
も　
咲
き
香
る

あ
あ　
愛
お
し
い　
北
秋
田

未
来
へ
羽
ば
た
く　
ふ
る
さ
と
よ

北
秋
田
市
民
歌

作
詞　
岡
部
剛
機

補
作　
北
秋
田
市
民
歌

制
定
委
員
会

作
曲　
道
谷
増
夫

　　
市
民
歌
作
詞
者
の
岡
部
剛
機
さ
ん
、
作

曲
者
の
道
谷
増
夫
さ
ん
、
市
民
歌
の
選
定

や
補
作
を
行
っ
た
北
秋
田
市
民
歌
制
定
委

員
会
を
代
表
し
て
亀
谷
健
樹
委
員
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
さ
ん
は
「
こ
の
美
し
い
自
然
と
人

が
一
緒
に
輝
い
て
お
り
、
温
か
い
人
の
輪

と
つ
な
が
り
が
力
に
な
っ
て
町
を
動
か
し

て
い
る
と
感
じ
た
」、
道
谷
さ
ん
は
「
歌

と
い
う
の
は
生
身
の
人
間
が
一
生
懸
命
歌

う
こ
と
で
、
初
め
て
命
が
宿
る
。
今
日
の

市
民
歌
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
に

感
謝
状
を
贈
呈

市
民
歌
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
に

感
謝
状
を
贈
呈

演
奏
で
、
こ
の
歌
が
日
本
で
一
番
美
し
い

市
民
歌
に
な
っ
た
と
思
う
」、
亀
谷
さ
ん

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
事
あ
る
ご
と

に
歌
い
継
い
で
ほ
し
い
と
思
う
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　▲作詞者の岡部さん（左）と
　　　　　　作曲者の道谷さん（右）

　
最
後
に
、
秋
田
声
楽
研
究
会
の
三
澤
由

美
子
代
表
に
よ
る
合
唱
指
導
の
も
と
、
出

席
者
全
員
で
市
民
歌
が
歌
い
上
げ
ら
れ
た

ほ
か
、
長
崎
克
彦
市
議
会
副
議
長
の
発
声

で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
盛
大
な
盛
り
上
が

り
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
場
全
員
で
市
民
歌
を
斉
唱

会
場
全
員
で
市
民
歌
を
斉
唱

　▲参加者全員で市民歌を斉唱

た
け
き

ま
す
お

※市民歌は市のホームページで聴くことができます。携帯電話の場合は、18ペ－ジをご覧ください。
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北秋田市誕生10周年記念式典

こ
う
じ
ゅ
ん
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３
月
22
日　
北
秋
田
市
誕
生

３
月
28
日　
阿
仁
マ
タ
ギ
特
区
が
構
造
改
革
特
区
に
認
定

３
月
29
日　
初
代
市
議
会
議
長
に
清
水
修
智
氏

４
月
17
日　
新
市
発
足
後
初
の
市
長
選
挙
で
、
岸
部
陞
氏

が
当
選
し
初
代
市
長
に

10
月
３
日　
市
章
を
制
定

10
月
７
日　
市
誕
生
記
念
式
典
開
催

２
月
10
日　
ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
に
出
場
し
た
市
出
身
の
高

橋
大
斗
選
手
と
小
林
範
仁
選
手
が
大
健
闘　

（
〜
26
日
）

３
月
26
日　
合
併
後
初
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
。
投
票

率
83
・
69
％

４
月
１
日　
「
市
民
憲
章
」、
市
の
花
「
あ
じ
さ
い
」、
鳥

「
ク
マ
ゲ
ラ
」、
木
「
ぶ
な
」
を
制
定

４
月
11
日　
市
議
会
議
長
に
吉
岡
興
氏

６
月
３
日　
市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
14
日　
前
田
小
学
校
、
前
田
保
育
園
竣
工
記
念
式
典

12
月
１
日　
市
民
憲
章
碑
を
市
役
所
前
に
設
置

２
月
10
日　
秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大
会
で
北
秋
田
市
勢

が
大
活
躍 （
〜
13
日
）

３
月
20
日　
鷹
巣
北
幼
稚
園
閉
園
式

３
月
25
日　
竜
森
保
育
園
閉
園
式

４
月
５
日　
鷹
巣
北
幼
稚
園
と
鷹
巣
西
幼
稚
園
が
統
合
し

開
園
し
た
、
た
か
の
す
幼
稚
園
で
入
園
式

９
月
17
日　
台
風
11
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
や
前
線
の

影
響
で
、
県
北
部
を
中
心
に
集
中
豪
雨
災
害

発
生
。
阿
仁
前
田
地
区
な
ど
市
内
各
所
で
も

甚
大
な
被
害

９
月
29
日　
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
幕（
〜
10
月
８
日
）。
市

内
で
は
山
岳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
９

　

平
成
17
年
3
月
22
日
に
鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
が
合
併
し
て
か

ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
北
秋
田
市
が
誕
生
し
て
か
ら
の
10
年
の
歩
み
を
、
広
報
に
掲
載
し
た
写
真
と
年

表
で
振
り
返
り
ま
す
。

人
制
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

４
競
技
を
開
催
。

10
月
19
日　
森
吉
山
ダ
ム
堤
体
盛
立
完
了
式

２
月
３
日　
第
1
回
市
民
ス
キ
ー
大
会

4
月
25
日　
秋
田
内
陸
線
存
続
に
係
る
県
知
事
と
の
対
話

集
会

５
月
21
日　
大
型
商
業
施
設
「
た
か
の
す
モ
ー
ル
」
オ
ー

プ
ン

５
月
30
日　
森
吉
山
ダ
ム
付
替
県
道
比
内
森
吉
線
開
通
式

６
月
５
日　
大
型
商
業
施
設
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」

オ
ー
プ
ン

６
月
15
日　
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
臨
席
の
も
と
県
立
北
欧

の
杜
公
園
で
第
59
回
全
国
植
樹
祭

７
月
20
日　
大
館
能
代
空
港
開
港
10
周
年
記
念
感
謝
祭

９
月
26
日　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北

の
縄
文
遺
跡
群
」
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト

追
加
登
録
決
定

12
月
２
日　
金
家
住
宅
が
国
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に

指
定

３
月
21
日　
竜
森
小
学
校
閉
校
式

４
月
12
日　
市
長
選
挙
で
津
谷
永
光
氏
が
初
当
選

６
月
７
日　
第
５
回
全
国
山
菜
文
化
産
業
祭
を
文
化
会
館

で
開
催
（
〜
８
日
）

６
月
23
日　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン

ト
竣
工

７
月
10
日　
秋
田
県
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
が
国
重
要
文
化

財
（
美
術
品
）
に
指
定

９
月
26
日　
西
鷹
巣
大
橋
を
含
む
主
要
地
方
道
鷹
巣
川
井

堂
川
線
、
都
市
計
画
道
路
太
田
川
口
線
の
開

通
式

10
月
10
日　
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典

北
秋
田
市
誕
生
10
年
を
振
り
返
る

北
秋
田
市
誕
生
10
年
を
振
り
返
る

北
秋
田
市
誕
生
10
年
を
振
り
返
る

北
秋
田
市
の
歩
み

平成20年 平成 17年平成 21年 平成 18年平成 19年

20052009 2008 2007 2006

▲合併後初の市議会議員選挙の開票（Ｈ18.3.26）

▲阿仁前田地区の集中豪雨災害（Ｈ19.9.17）

▲市民憲章碑を設置（Ｈ18.12.1）

▲市誕生記念式典（Ｈ17.10.7）

▲市役所で開庁式（Ｈ17.3.22）

▲秋田わか杉国体（Ｈ19.9.29～10.8）

▲第59回全国植樹祭（Ｈ20.6.15） ▲鷹巣川井堂川線・太田川口線の開通式（Ｈ21.9.26）

▲秋田内陸線存続に係る知事との対話集会（Ｈ20.4.25）

▲前田小学校、前田保育園竣工（Ｈ18.10.14）

北秋田市誕生10年を振り返る（その１） 北秋田市誕生10年を振り返る（その１）
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北秋田市誕生10年を振り返る（その２） 北秋田市誕生10年を振り返る（その２）

２
月
12
日　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
全
線
開
業
20
周
年
記
念
式
典

２
月
12
日　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
に
市
出
身
の
高
橋

大
斗
選
手
、
小
林
範
仁
選
手
、
湊
祐
介
選
手
、

鈴
木
芙
由
子
選
手
が
出
場
し
活
躍
。（
〜
28
日
）

３
月
28
日　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
。
投
票
率
80
・
44
％

４
月
１
日　
公
設
民
営
方
式
で
北
秋
田
市
民
病
院
開
院

４
月
13
日　
市
議
会
議
長
に
佐
藤
吉
次
郎
氏

８
月
11
日　
鷹
巣
体
育
館
で
夏
巡
業
大
相
撲
北
秋
田
場
所   

開
催
、
市
出
身
の
豪
風
関
も
出
場

10
月
30
日　
鷹
巣
体
育
館
を
主
会
場
に
第
１
３
３
回
秋
田

県
種
苗
交
換
会
、
18
年
ぶ
り
５
回
目
の
開
催

（
〜
11
月
５
日
）

11
月
17
日　
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
開
設
式
、
記
念
講
演
会

２
月
４
日　
市
立
合
川
高
等
学
校
閉
校
式

２
月
12
日　
あ
き
た
鹿
角
国
体
で
北
秋
田
市
勢
が
大
活
躍 

（
〜
15
日
）

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
市
内
全
域
で
長
時
間
停
電

４
月
15
日　
市
内
４
高
校
が
統
合
し
誕
生
し
た
、
県
立
秋
田

北
鷹
高
等
学
校
で
入
学
式

７
月
15
日　
東
京
都
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
と
れ
た
て
村
」
参
加

９
月
２
日　
県
立
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
開
校
式

11
月
３
日　
主
要
地
方
道
二
ツ
井
森
吉
線
の
高
長
橋
開
通
式

３
月
17
日　
合
川
西
小
学
校
閉
校
式

3
月
18
日　
合
川
南
小
学
校
閉
校
式

３
月
20
日　
森
吉
山
ダ
ム
竣
工
式

４
月
５
日　
合
川
西
小
学
校
と
合
川
南
小
学
校
が
統
合
し
た

合
川
小
学
校
で
開
校
式

４
月
21
日　
第
１
回
「
Ｂ
Ｍ（
バ
タ
ー
餅
）－

1
グ
ラ
ン
プ
リ
」

４
月
21
日　
第
50
回
記
念
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン

７
月
23
日　
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
設
立
・「
バ
タ
ー
餅
の

里
」
宣
言

８
月
16
日　
第
50
回
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し

11
月
25
日　
第
３
回
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ

で
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
4
位

３
月
２
日　
米
内
沢
小
学
校
竣
工
式

３
月
12
日　
「
阿
仁
マ
タ
ギ
の
狩
猟
用
具
」
国
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定

３
月
16
日　
浦
田
小
学
校
閉
校
式

４
月
７
日　
市
長
選
挙
で
津
谷
永
光
氏
が
再
選

５
月
29
日　
住
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
初
参
加
（
参
加
率
22
・
９
％
）

７
月
21
日　
投
票
区
を
62
か
ら
38
へ
再
編
し
て
の
初
選
挙

（
第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
）

11
月
１
日　
渡
邊
喜
惠
子
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
展
（
〜

平
成
26
年
３
月
23
日
）

11
月
２
日　
成
田
為
三
生
誕
１
２
０
周
年
・
浜
辺
の
歌
音

楽
館
開
館
25
周
年
記
念
の
第
８
回
浜
辺
の
歌

音
楽
祭
を
開
催

12
月
15
日　
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
で
鷹
巣
中
学
校
女
子

４
位
入
賞

１
月
23
日　
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会 

in 

北
秋
田

を
文
化
会
館
な
ど
で
開
催
（
〜
24
日
）

２
月
７
日　
ソ
チ
冬
季
五
輪
に
市
出
身
の
鈴
木
芙
由
子
選

手
と
湊
祐
介
選
手
が
出
場
し
活
躍
。（
〜
23
日
）

３
月
13
日　
た
か
の
す
幼
稚
園
閉
園
式

３
月
23
日　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
。
投
票
率
69
・
53
％

４
月
16
日　
市
議
会
議
長
に
松
尾
秀
一
氏

７
月
19
日　
阿
仁
熊
牧
場
の
ヒ
グ
マ
舎
オ
ー
プ
ン

10
月
4
日　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
開
幕

（
〜
11
月
３
日
）

10
月
11
日　
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
・「
市
民
歌
」を
制
定

▲第１回ＢＭ－１グランプリ（Ｈ24.4.21）

北
秋
田
市
の
歩
み

平成26年 平成 25年 平成 24年 平成 23年 平成 22年

20102011201220132014

▲夏巡業大相撲北秋田場所（Ｈ22.8.11）

▲二ツ井森吉線の高長橋開通式（Ｈ23.11.3）▲森吉山ダム竣工式（Ｈ24.3.20）

▲第９回全国どぶろく研究大会（Ｈ26.1.23～24） ▲秋田大学北秋田分校開設（Ｈ22.11.17）

▲北秋田市民病院開院（Ｈ22.4.1）

▲秋田北鷹高等学校で入学式（Ｈ23.4.15）▲浦田小学校閉校式（Ｈ25.3.16）

▲第133回秋田県種苗交換会（Ｈ22.10.30～11.5）

▲冬季五輪出場選手を応援（Ｈ22.2.12）
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第24回 100キロチャレンジマラソン第24回 100キロチャレンジマラソン
北緯40度秋田内陸リゾートカップ北緯40度秋田内陸リゾートカップ　

午
後
５
時
30
分
に
ゴ
ー
ル
が
閉
鎖
さ
れ

行
わ
れ
た
後
夜
祭
で
は
、
清
水
俊
一
・
大

会
会
長
が
「
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
様
々

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
、
沿
線
住
民

に
大
き
な
感
動
と
勇
気
、
元
気
を
い
た

だ
い
た
。
来
年
は
25
回
目
の
節
目
の
大
会
。

ぜ
ひ
来
年
も
参
加
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
後
夜
祭
の
開
催
地
を
代
表
し

て
、津
谷
市
長
が「
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

黄
金
色
に
実
っ
た
田
ん
ぼ
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
沿
線
の
方
々
か
ら
温
か
い
声
援

を
受
け
、
触
れ
合
い
な
が
ら
走
ら
れ
た
と

■■■  北秋田市民の完走者成績 ■■■
総合順位を掲載しています（氏名の色文字は女性）

北
緯
40
°秋
田内

陸リ
ゾート

カップ100キロチャレンジ
マ
ラ
ソ
ン

高 橋 孝 典
櫻 田 雅 人
白 渡 恭 兵
堀 井 健 康
工 藤 博 幸
春 日 昭 美
伊 東 範 光
田中圭一郎
簾 内 　 翔
山 田 賢 一
片 岡 洋 一
佐 藤 博 之
高 橋 賢 司
松 橋 真 幸
松 橋 康 浩

■出走者 1110人
　　男性　953人
　　女性　157人
■完走者　662人
　　男性　584人
　　女性　 78人
■完走率 59.6％

（市民の完走者35人）

100キロの部
氏　名順位

山 口 武 造
片 岡 　 透
小 出 真 一
佐 藤 　 歩
米 澤 　 聖
柴 田 裕 孝
成 田 　 保
高 橋 嘉 仙
照 内 　 智
長 崎 有 夏
北林照一郎
佐 藤 　 勇
三 浦 浩 幸
武 石 笑 歌
柴 田 富 雄
佐々木　剛
佐 藤 　 吏
工 藤 元 裕
片 岡 恵 太
武 石 　 涼
泉 谷 　 広
北 林 丈 正
丸 山 博 司
加賀谷孝樹

永 井 春 香
堀内美香子
杉 渕 拓 弥
桜 田 里 紗
佐々木浩一
浅 村 隆 太
佐 藤 康 博
木 村 龍 志
上 杉 　 潤
川 口 正 光
奈 良 太 吾
戸 島 昭 彦
宮 腰 和 彦
長 崎 　 馨
佐々木久美子
三日田貴彦
畠 山 孝 秀
森 川 卓 也
佐 藤 頼 孝
松 橋 康 陽
浪 岡 幸 紀
畠 山 博 樹
畠 山 由 縁
村 上 美 幸

■出走者　 351人
　　男性　 249人
　　女性　 102人
■完走者　 240人
　　男性　 171人
　　女性　　69人
■完走率　68.4％

（市民の完走者62人）

9
21
25
39
72
98
121
139
151
166
174
211
220
237
257

9
11
15
16
21
35
37
40
53
60
61
63
64
67
69
72
78
80
82
84
85
90
94
98

99
103
104
105
108
117
121
124
125
128
132
133
140
141
144
147
152
157
159
160
169
170
173
176

佐 藤 国 弘
大 井 英 利
勝 又 立 雄
久留島伸香
工 藤 　 隆
永井秀一郎
和 田 真 輝
小笠原啓仁
小 塚 大 地
金 　 勝 彦
成 田 　 潤
片 岡 　 新
疋 田 純 一
吉田喜代志

185
191
197
203
205
211
213
219
220
224
229
235
239
240

258
264
288
352
377
408
412
427
429
436
500
506
535
553
566

永 坂 洋 男
三日田和彦
簾 内 　 久
森 川 鐵 雄
鈴 木 　 準
小 塚 儀 彦
佐 藤 敏 博
佐 藤 　 誠
木 村 　 等
仙北谷　彰
和 田 成 基
澤 藤 　 晃
松 岡 正 晃
柴 田 誠 一
藤 原 純 一

568
582
588
611
624

小 坂 泰 子
斉 藤 　 聡
金 澤 聡 志
安 井 康 弘
冨 谷 和 史

氏　名順位 氏　名順位

50キロの部50キロの部
氏　名順位 氏　名順位 氏　名順位

思
う
。
人
口
が
減
り
、
沿
線
も
さ
み
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
が
感
動
と

元
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
今
後
も
１

０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し
て
、
こ
の
地

域
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
後
夜
祭
会
場
に
は
、
市
内
の
特
産
品
を

販
売
す
る
お
店
が
数
多
く
出
店
さ
れ
た
ほ

か
、
キ
リ
タ
ン
ポ
や
お
で
ん
、
生
ビ
ー
ル

等
が
ラ
ン
ナ
ー
に
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
自
分
の
走
り
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
家

族
や
仲
間
た
ち
と
談
笑
し
、
過
酷
な
レ
ー

ス
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

なごみなごみ

心の絆 受け継がれる心の絆 受け継がれる

　
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

第
24
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
９
月
28
日
に
仙
北
市
角
館
・

北
秋
田
市
鷹
巣
間
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
、

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ラ
ン

ナ
ー
が
、
秋
の
内
陸
路
を
力
走
し
ま
し
た
。 

　

１
０
０
キ
ロ
の
部
に
は
、
こ
れ
ま
で
10

回
以
上
完
走
し
た
ク
リ
ス
タ
ル
ラ
ン
ナ
ー

１
４
８
人
を
含
め
１
２
１
０
人
、
50
キ
ロ

の
部
に
３
９
３
人
の
計
１
６
０
３
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
１
０
０
キ
ロ
の
部

は
午
前
４
時
30
分
に
仙
北
市
の
角
館
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
、
50
キ
ロ
の
部
は
午

前
10
時
30
分
に
阿
仁
比
立
内
を
ス
タ
ー
ト
。

北
上
し
て
ゴ
ー
ル
の
北
秋
田
市
交
流
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
テ
ー
マ
は
『
心
の
絆 

受
け

継
が
れ
る 

和
（
な
ご
み
）』。
沿
道
か
ら

は
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
、
20
か
所

の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
水
や
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
飲
み
物
の
ほ
か
、

お
に
ぎ
り
や
バ
ナ
ナ
、
梅
干
し
な
ど
が
置

か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
心
温

ま
る
お
も
て
な
し
で
、
ラ
ン
ナ
ー
を
ゴ
ー

ル
へ
と
後
押
し
し
ま
し
た
。

　
男
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
は
、
埼
玉
県
の

加
山
幸
治
さ
ん
が
、
３
年
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
を
飾
り
、
女
子
１
０
０
キ
ロ
の
部
は
、

岩
手
県
の
大
越
麻
子
さ
ん
が
、
見
事
に
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
北
秋

田
市
か
ら
は
、高
橋
孝
典
さ
ん（
綴
子
）が
、

９
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

午前４時30分に角館広域交流センター前をスタート午前４時30分に角館広域交流センター前をスタート

カエルジャンプでゴール！カエルジャンプでゴール！
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー 北秋田市医療講演会／Ｇちゃんサミット in 北秋田市

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
10
月

３
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
、
第
29
回
国
民

文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
や
北
秋
田
市
起

業
支
援
事
業
及
び
北
秋
田
市
就
業
資
格
取

得
支
援
助
成
金
、
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産

推
進
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
ま
で
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ

る
国
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
市
主
催
事

業
の
内
陸
線
ア
ー
ト
「
大
館
・
北
秋
田
芸

術
祭
」、チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
な

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
「
多
く

の
皆
さ
ん
に
秋
田
県
で
初
め
て
開
催
さ
れ

る
国
民
文
化
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
内
で
起
業
す
る
方
に
対
し
て
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
市
起
業
支
援
事
業
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
登
録
中
に
資
格
を
取

得
し
た
方
に
助
成
す
る
市
就
業
資
格
取
得

支
援
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
３
月
に

策
定
し
た
市
定
住
促
進
基
本
方
針
に
基
づ

く
施
策
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
と
し
、

「
事
業
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が

り
、
若
者
の
市
外
流
出
防
止
と
Ｕ
タ
ー
ン

や
Ｉ
タ
ー
ン
等
で
当
市
に
移
住
、
定
住
す

る
方
や
交
流
人
口
の
増
加
に
結
び
つ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
推
進
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
秋
田
県
出
身
者
な
ど
で
構

成
す
る
秋
田
産
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
と

北
秋
田
市
が
主
催
し
11
月
29
日
に
都
内
で

開
催
す
る
こ
と
を
発
表
。「
首
都
圏
在
住

の
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

考
古
学
を
学
ん
で
い
る
学
生
や
研
究
者
へ

の
参
加
を
広
く
呼
び
掛
け
て
お
り
、
伊
勢

堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
機

運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年

春
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

整
備
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

北
秋
田
市
医
療
講
演
会

胃
が
ん
の
ス
ー
パ
ー
外
科
医
に
学
ぶ

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

起
業
や
就
業
資
格
取
得
に
助
成
金

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

9
月
17
日（
水
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議
〜
26
日（
議
事
堂
）

21
日（
日
）▽
平
成
26
年「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」鷹
巣
部
会
総
決
起
集
会（
本
庁

舎
駐
車
場
）▽
鷹
巣
地
区
敬
老
式（
中
央
公
民
館
）

24
日（
水
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
内
陸
線
ア
ー
ト
公
募
展
審

査
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

25
日（
木
）▽
北
秋
田
市
観
光
協
会
駅
前
事
務
所
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
同

事
務
所
）▽「
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
」

出
場
選
手
団
激
励（
本
庁
舎
）

27
日（
土
）▽
北
秋
田
市
医
療
講
演
会（
文
化
会
館
）

28
日（
日
）▽
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
24
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ

レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後
夜
祭（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
月
）▽
日
沿
道
秋
期
合
同
要
望
活
動（
能
代
市
）

30
日（
火
）▽
能
代
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

10
月
１
日（
水
）▽
第
１
６
３
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
阿
仁
庁
舎
ほ
か
）

２
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
57
回
東
北
六
県
・
新
潟
県
林
業
経
営
者

協
会
連
絡
協
議
会
懇
親
会（
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
）

３
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
大
館
能
代
空
港
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ「
さ
き
が
け
ビ
ジ
ョ
ン
」運
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー（
大
館
能
代
空
港
）

４
日（
土
）▽
内
陸
線
ア
ー
ト「
大
館
・
北
秋
田
芸
術
祭
２
０
１
４
里
に
犬
、山
に

熊
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
阿
仁
河
川
公
園
）

６
日（
月
）▽
日
沿
道
秋
期
合
同
要
望
活
動（
秋
田
市
）

７
日（
火
）▽
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会（
本
庁
舎
）

10
日（
金
）▽
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
北
欧
の
杜
公
園
）

11
日（
土
）▽
北
秋
田
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典（
文
化
会
館
）▽「
安
全・安
心
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
き
た
あ
き
た
」（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
水
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
藤
里
町
）

  

  　

　
北
秋
田
市
医
療
講
演
会
が
、
９
月
27
日

に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
胃
が
ん
手
術
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
東
京
医
科
歯
科

大
学
低
侵
襲
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
の
小
嶋
一
幸
先
生
が
「
体
に
や
さ
し
い

胃
が
ん
の
腹
腔
鏡
下
手
術
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
が
「
小
嶋
先

生
に
は
胃
の
腹
腔
鏡
下
手
術
を
市
民
病
院

で
執
刀
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
民
病

院
の
外
科
の
先
生
方
に
も
最
先
端
の
医
療

技
術
を
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
最
先
端
の
治
療
が
、
北
秋

田
市
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
で
あ
り
、
市
で
も
皆
さ
ん

Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト 

in 

北
秋
田
市

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
医
療
の
さ

ら
な
る
向
上
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」
な
ど
と
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
小
嶋
先
生
は
、
腹
腔
鏡
下
手
術

に
つ
い
て
「
従
来
の
開
腹
す
る
手
術
に
比

べ
、
傷
も
小
さ
く
治
り
も
早
い
た
め
入
院

日
数
も
短
く
て
済
み
、
術
後
の
合
併
症
も

少
な
い
。
医
師
側
も
、
肉
眼
よ
り
確
実
な

高
性
能
の
カ
メ
ラ
で
、
モ
ニ
タ
ー
を
確
認

し
な
が
ら
細
か
く
て
緻
密
な
施
術
が
で
き

る
」
と
説
明
し
、
市
民
病
院
で
も
東
京
医

科
歯
科
大
学
と
同
じ
設
備
を
整
え
て
い
る

た
め
、
同
じ
施
術
が
可
能
な
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
３

分
の
１
を
占
め
、
そ
の
う
ち
、
胃
が
ん
に

り
患
す
る
可
能
性
の
高
さ
に
つ
い
て
男
性

は
1
位
、
女
性
は
３
位
と
紹
介
し
な
が
ら
、

「
特
に
60
歳
か
ら
80
歳
ま
で
に
が
ん
に
な

る
確
率
が
高
く
な
る
。
が
ん
は
進
行
し
て

し
ま
う
と
転
移
し
、
腹
腔
鏡
下
手
術
で
は

治
す
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
タ
バ
コ
と

塩
分
は
控
え
て
緑
黄
色
野
菜
や
果
物
で
が

ん
予
防
に
努
め
、
危
険
因
子
と
さ
れ
る
ピ

ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
た
め
に
も
定
期
検
診

を
心
が
け
て
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努

め
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
公
民
館
事
業
の
「
Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト

in
北
秋
田
市
」
が
、
10
月
４
日
に
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
ほ
か
様
々
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
高
齢
者
が
自
ら
の
活
動

を
紹
介
し
、
活
動
す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
畑
勇
二
郎
顕
彰
会
会
長
の
浅
利
司
さ

ん
が
、「
老
い
る
ほ
ど
光
る
よ
う
に
」
と

題
し
基
調
講
演
を
行
い
、
小
畑
氏
の
生
い

立
ち
や
人
柄
、
功
績
を
言
葉
巧
み
に
聴
衆

の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
「
元
気
を
つ
な
げ
る
人
間
パ
ワ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
お

さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ
代
表
の
長
岐
直
介
さ

ん
、
合
川
駅
前
地
域
活
性
化
協
議
会
事
務

局
長
の
村
形
栄
悦
さ
ん
、
唱
歌
を
歌
う
会

講
師
の
金
新
佐
久
さ
ん
、
阿
仁
ぶ
ら
ぶ
ら

ガ
イ
ド
代
表
の
戸
嶋
喬
さ
ん
が
活
動
を
発

表
し
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
舞
踊
、

ス
コ
ッ
プ
三
味
線
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
ほ
か
、
会
場
内
に
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ

フ
ト
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
囲
碁
・
将
棋

名
人
、
健
康
吹
矢
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
秀

で
た
知
識
を
持
つ
お
じ
い
さ
ん
た
ち
が
講

師
と
な
り
、
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
み
な
が
ら
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲各地域で活躍されている方の活動発表
などを行ったシンポジウム

▲胃がん手術の分野で活躍されている小
嶋一幸先生の講演

▲市定住促進基本方針に基づく施策など
について会見する津谷市長

▲ワイヤークラフトを教えながら、子ど
もたちと交流

◇
９
月
16
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー
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秋
田
県
主
催
の
「
あ
に
動
物
愛
護
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
、
９
月
23
日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
阿
仁
熊
牧
場
く
ま
く

ま
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、

動
物
愛
護
の
取
り
組
み
や
地
域
の
活
性
化
を

探
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
女
優
で「
あ
き
た
美
の
国
大
使
」

の
加
藤
夏
希
さ
ん
と
司
会
者
の
大
島
貴
志
子

さ
ん
が
「
人
に
や
さ
し
く
、
動
物
に
も
や
さ

し
い
秋
田
」
と
題
し
て
対
談
し
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
大
森
山
動
物
園
の
小
松
守
園
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
「
動
物
と
共
に
生
き
る
〜
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

▲動物との共生を語り合ったパネルディス
カッション

動物との共生を考える ●あに動物愛護シンポジウム

　
食
育
講
演
会
が
、
10
月
３
日
に
鷹
巣
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
者
が
噛
ん
で
食

事
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
大
館
ホ
テ
ヤ
学
園
・
大
館
調
理

専
門
学
校
の
布
袋
屋
幸
穂
校
長
が
「
噛
む
こ

と
の
大
切
さ
〜
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
噛
む

の
事
の
大
切
さ
を
知
り
、
そ
し
て
、
次
の
世

代
ま
で
伝
え
る
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
布
袋

屋
校
長
は
、
噛
む
こ
と
の
８
大
効
用
と
し
て

「
肥
満
を
防
ぐ
、
味
覚
の
発
達
、
言
葉
の
発

音
が
良
く
な
る
、
脳
が
発
達
、
歯
の
病
気
を

防
ぐ
、
が
ん
を
防
ぐ
、
胃
腸
の
働
き
を
促
進

す
る
、
全
身
の
体
力
向
上
」
を
挙
げ
て
、
健

康
へ
の
つ
な
が
り
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
歳
児
健
診
で
む
し
歯
の
な
か
っ

た
子
ど
も「
５
ゼ
ロ
GO
!
歯
っ
ぴ
ー
キ
ッ
ズ
」

の
表
彰
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。▲噛むことと健康の関わりをなどを学んだ

講演会

噛むことの大切さを学ぶ ●食育講演会

　
秋
田
内
陸
線
に
乗
車
し
て
阿
仁
熊
牧
場
く

ま
く
ま
園
を
見
学
す
る
「
く
ま
く
ま
園
見
学

市
民
号
」
が
、
９
月
21
日
に
運
行
さ
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
31
人
が
参
加
し
、
ク
マ
へ
の
エ

サ
や
り
体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
阿
仁
マ
タ
ギ
駅
に
到
着
し
た
参
加
者
は
、

近
く
の
栗
栽
培
農
家
の
協
力
で
、
ク
マ
の
エ

サ
と
す
る
た
め
の
栗
を
た
っ
ぷ
り
と
拾
っ
た

後
、
く
ま
く
ま
園
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
で
は
、
飼
育
員
か
ら
ク
マ
の

生
態
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
ふ

だ
ん
は
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
栗
や
山
菜

の
「
み
ず
」
を
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
ヒ
グ
マ
に

与
え
ま
し
た
。
ヒ
グ
マ
舎
で
は
、
近
づ
い
て

く
る
ヒ
グ
マ
の
迫
力
あ
る
動
き
や
大
き
さ
に

驚
き
な
が
ら
、
食
べ
る
様
子
を
観
察
し
て
い

ま
し
た
。

▲小窓から栗や山菜の「みず」を与え、ヒ
グマが食べる様子を観察

ヒグマへのエサやり体験を楽しむ ●くまくま園見学市民号

　
北
秋
田
市
防
犯
協
会
鷹
巣
地
区
坊
沢
支
部

副
支
部
長
の
佐
藤
秀
信
さ
ん（
78
歳
・
坊
沢
）

が
、
全
国
防
犯
功
労
者
の
防
犯
栄
誉
金
章
を

受
章
し
、
10
月
３
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津

谷
市
長
へ
受
章
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
旧
鷹
巣
町
防

犯
組
合
に
入
会
以
来
、
52
年
の
長
き
に
わ
た

り
駐
車
場
で
の
ロ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
や
通
学

路
の
見
守
り
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
悪
徳

商
法
被
害
防
止
な
ど
の
地
域
防
犯
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
坊
沢
支
部
の
役

員
や
副
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
会
員
の
指

導
に
も
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ

き
非
常
に
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲津谷市長へ防犯栄誉金章受章を報告する
佐藤秀信さん

長年の功績が称えられる ●佐藤秀信さん防犯栄誉金章を受章

　
鷹
巣
南
小
学
校
（
庄
司
邦
昭
校
長
・
児
童

数
73
人
）
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典
が
、

10
月
12
日
に
同
校
で
行
わ
れ
、
歴
代
の
校
長

や
地
域
の
方
々
が
出
席
し
、
節
目
の
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
明
治
７
年
に
七
日
市
学
校
と
し

て
創
立
。
改
称
や
統
合
が
行
わ
れ
た
後
、
昭

和
45
年
に
中
央
小
学
校
の
一
部
と
葛
黒
小
学

校
の
一
部
が
編
入
し
て
鷹
巣
南
小
学
校
と
な

り
、
平
成
21
年
に
は
竜
森
小
学
校
と
統
合
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
庄
司
校
長
は
「
歴
代
の
先
生
や
地

域
の
方
々
の
教
育
へ
の
理
想
と
情
熱
を
、
今

後
も
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
、
児
童
と
と
も
に

に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

最
後
に
、
会
場
全
員
で
校
歌
を
声
高
ら
か
に

斉
唱
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

▲これまでの歴史を振り返りながら、さら
なる発展を誓った記念式典

節目を学校と地域でお祝い ●鷹巣南小学校創立140周年記念式典

　
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
き
た
あ
き
た
」
北
秋
田
市
民
防
犯
大
会
・

地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
交
流
会
が
、

10
月
11
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
講

話
や
講
演
を
通
し
て
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
関
係
機
関
が
連
携
を
深

め
県
民
の
防
犯
意
識
を
一
層
高
め
よ
う
と
、

県
、
市
防
犯
協
会
な
ど
が
開
催
し
た
も
の
で
、

市
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
立
正
大
学
文
学
部
社

会
学
科
の
小
宮
信
夫
教
授
が
「
子
ど
も
と
地

域
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、
秋
田
県
警

察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
の
高
杉
係
長
が
、

特
殊
詐
欺
や
住
宅
侵
入
窃
盗
被
害
に
つ
い
て

講
話
し
、
犯
罪
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲市内外から関係者約100人が参加して防
犯について考えたフォーラム

犯罪のおこらない地域に ●安心安全まちづくりフォーラム in きたあきた

か
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宮
越
家
の
写
真
展

　
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス

▲

▲

　飛沢家の絵画展▲

国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

内
陸
線
ア
ー
ト　

10
月
４
日
〜
11
月
３
日

内
陸
線
ア
ー
ト　

10
月
４
日
〜
11
月
３
日

国
文
祭
特
集
第
４
弾

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
が
、

10
月
４
日
に
開
幕
し
、
北
秋
田
市
内
で
も
市

主
催
事
業
の
「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
関
連
の
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
ア
ー
ト
に
触
れ
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
に
阿
仁
河
川
公
園
で
、
関
係
者

や
市
民
の
ほ
か
国
民
文
化
祭
に
携
わ
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参
加
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

北
秋
田
市
実
行
委
員
会
会
長
の
津
谷
市
長
は

「
今
日
か
ら
国
民
文
化
祭
が
、
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
た
。北
秋
田
市
で
は
、内
陸
線
ア
ー

ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
縄
文
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
る
。
ア
ー
ト
制
作
を
通

し
て
地
元
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
地
元
の
宝

を
掘
り
起
こ
し
て
光
を
当
て
て
い
た
だ
き
た

い
。
期
間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い

た
だ
き
、
地
元
の
方
に
は
北
秋
田
市
の
発
見

と
誇
り
を
感
じ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
皆
さ

ん
に
は
、
市
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

文
化
を

旅
す
る

国民文化祭あきた2014国民文化祭あきた2014

　 ▲10月５日、阿仁合小学校で行われたバルーンアート

　
10
月
４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
阿
仁
合
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
パ
ト
リ
シ
ア
・
ピ
ッ
チ

ニ
ー
ニ
さ
ん
が
制
作
し
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

「
ス
カ
イ
ホ
エ
ー
ル
」
が
、
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
１
０
０

周
年
を
記
念
し
、
約
１
７
０
０
万
円
で
制
作

さ
れ
た
も
の
で
、
全
長
34
ｍ
、
幅
20
ｍ
、
高

さ
23
ｍ
の
ク
ジ
ラ
の
形
を
し
た
ピ
ン
ク
色
と

黒
色
の
熱
気
球
。
来
場
者
は
、
上
空
に
浮
か

ぶ
巨
大
な
ク
ジ
ラ
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

写
真
に
収
め
よ
う
と
さ
か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
内
陸
線
ア
ー
ト
」
の
主
会
場
と
な
る
阿

仁
合
地
区
で
は
、
内
陸
線
を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
画
・
写
真
作
品
の
公
募
展
覧
会
や
古
民
家

を
会
場
に
し
た
絵
画
や
写
真
展
の
ほ
か
、
４

日
は
阿
仁
根
子
ト
ン
ネ
ル
で
、
ダ
ン
ス
や
音
、

光
で
表
現
す
る
「
根
子
フ
ェ
ス
」、
５
日
に

は
「
根
子
フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
方
た
ち
が
様
々
な
形
で
芸
術
と
文
化
に
触

れ
て
い
ま
し
た
。

　

阿
仁
河
川
公
園
で

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た

　

巨
大
な
ク
ジ
ラ
が
空
に
出
現

　
内
陸
線
を
テ
ー
マ
に
絵
画
や
写
真
を
募
集

し
た
「
公
募
展
」
の
入
賞
者
が
、
10
月
４
日

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
の
部
に
は
50
点
、
写
真
の
部
に
は
45

点
の
合
わ
せ
て
95
点
の
応
募
が
あ
り
、
絵
画

の
部
は
湊
直
義
さ
ん
、
写
真
の
部
は
工
藤
美

咲
さ
ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

絵
画
の
部【
共
通
】

最
優
秀
賞　
湊
直
義（
阿
仁
銀
山
）

絵
画
の
部【
小
学
生
低
学
年
】

優
秀
賞
　
片
岡
美
澪（
合
川
北
小
）、柴
田
諭

羅（
大
阿
仁
小
）、佐
藤
尊
正（
大
阿
仁
小
）

優
良
賞　

松
橋
新
太（
大
阿
仁
小
）、相
馬
英

典（
合
川
北
小
）、中
村
咲
愛（
合
川
北
小
）、佐

藤
蓮（
合
川
北
小
）、堀
部
剛
生（
合
川
北
小
）

絵
画
の
部【
小
学
生
中
学
年
】

優
秀
賞
　
小
野
寺
理
人（
合
川
東
小
）、高
橋

陸
空（
合
川
東
小
）、吉
田
優
真（
合
川
東
小
）

優
良
賞　

工
藤
羽
流（
合
川
東
小
）、小
森
美

玲（
合
川
東
小
）、吉
田
華（
合
川
東
小
）、柴
田

梨
夢（
合
川
東
小
）、松
岡
晃
太（
合
川
東
小
）

絵
画
の
部【
中
学
生
】　

優
秀
賞
　
成
田
有
彩
花（
合
川
中
）

絵
画
の
部【
一
般
】

優
秀
賞
　
遠
藤
礼
一（
秋
田
市
）、澤
井
静
江

（
阿
仁
銀
山
）、佐
藤
勝
以（
大
館
市
）

優
良
賞　

加
賀
美
重
子（
阿
仁
吉
田
）、小
塚

光
子（
伊
勢
町
）、中
田
と
し
子（
材
木
町
）、佐

藤
久
夫（
栄
）、河
田
み
ほ
子（
内
幸
町
）

　旧浦田小学校では、アーティスト・日比
野克彦さんの「魚座造船所」の公開や、漫
画家・高橋よしひろさんの「銀牙-流れ星 
銀-」の原画複製作品が展示されています。
また、鷹巣駅前の河哲商店倉庫では、アー
ト展や写真展が行われています。
　11月３日までと開催期間も残りわずかで
すので、まだご覧になっていない方は、ぜ
ひ会場に足をお運びください。

　旧浦田小学校では、アーティスト・日比
野克彦さんの「魚座造船所」の公開や、漫
画家・高橋よしひろさんの「銀牙-流れ星 
銀-」の原画複製作品が展示されています。
また、鷹巣駅前の河哲商店倉庫では、アー
ト展や写真展が行われています。
　11月３日までと開催期間も残りわずかで
すので、まだご覧になっていない方は、ぜ
ひ会場に足をお運びください。

写
真
の
部【
一
般
】

最
優
秀
賞　
工
藤
美
咲（
東
京
都
）

優
秀
賞
　
小
林
旬
子（
綴
子
）、梅
村
千
代（
阿

仁
銀
山
）、藤
川
正
男（
仙
北
市
）

優
良
賞　

嶋
津
輝
一（
八
峰
町
）、土
谷
諄
一

（
秋
田
市
）、佐
藤
成
公（
秋
田
市
）、八
代
恵
子

（
大
館
市
）、小
笠
原
雅
明（
川
井
）

　
受
賞
作
品
を
は
じ
め
、
応
募
さ
れ
た
作
品

は
、
11
月
３
日
ま
で
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
陸
線
ア
ー
ト
「
公
募
展
」

　

最
優
秀
賞
に
湊
さ
ん
と
工
藤
さ
ん

「おばあの小さな旅」「絆、谷間の操車場」

≪絵画・写真の最優秀作品≫

　▲湊直義さんの絵画 　▲工藤美咲さんの写真

魚座造船所（旧浦田小学校）

　▲船内にあるブランコは老若男女を問わず大好評です

河哲商店倉庫（鷹巣駅前）

　アート展や写真展などを行っています▲

み
さ
き

じ
ゅ
ん
こ

ち 

よ

ま
さ
お

て
る
か
ず

じ
ゅ
ん
い
ち

し
げ
ゆ
き

け
い
こ

ま
さ
あ
き

な
お
よ
し

み

お

ゆ

ら

た
か
ま
さ

し
ん
た

え
い

す
け

さ
く
ら

れ
ん

こ
う
せ
い

み
ち
と

り

く

ゆ
う
ま

は

る

み

れ
い

は
な

り

む

こ
う
た

あ

さ

か

れ
い
い
ち

し
ず
え

し
ょ
う
い

み

え

こ

み
つ
こ

ひ
さ
お

▲
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学びの広場

「ココロが楽になる魔法のことば」「ココロが楽になる魔法のことば」

　▲熱心に講演を聴く受講生

　中央公民館「グッドライフ講座」が、10月16日に
行われ、大館市のファミリーネットワーク代表の村
岡昇氏が「ココロが楽になる魔法のことば」と題し
て講話しました。
　村岡氏は講話の中で「ココロには入口と出口があ
り、色々なことが出入りしてる。ココロの中は見る
ことはできないが、ココロの中で起きていることは、
『気持ち』として表れる」とし、よい子を演じたこ
とにより、ストレスで心が風船のように膨らんで破
裂した例にふれながら、親として今できること、子

どもを受け止めることの大切さや、心が楽になるた
めのヒントなどについて学びました。

合川まと火交流プロジェクト2014合川まと火交流プロジェクト2014

　子ども交流事業が、10月18日に岩手県山田町で行
われ、合川中学校の生徒や保護者、婦人会の方々が
ボランティア活動などを行いました。
　この事業は、昨年山田町で伝統行事「合川まと火」
や料理のだまこ鍋で交流したことを機に、友情が深
まり実施されたものです。
　参加者は、174世帯ある仮設住宅で花壇整備や施
設見学のほか、県立山田病院の平泉宣副院長（大館
市出身）の講話を聴き、国立市や学校祭での募金活
動の義援金全額を鈴木善幸記念教育基金に寄付しま 　▲生徒たちが集めた義援金を手渡しました

した。達成感を感じたと話す子どもたちの目は輝い
て、次回も参加したいと感想が述べられました。

～中央公民館・グッドライフ講座～

～子ども交流事業・山田町編～

森吉四季美湖紅葉まつりで熱演！森吉四季美湖紅葉まつりで熱演！

　10月19日に森吉山ダム広報館をメイン会場として
催された「森吉四季美湖紅葉まつり」のステージイ
ベントに、森吉中学校吹奏楽部が出演し、会場に集
まった多くの観客を魅了しました。
　部員は現在13人。３度目の出演となる今回は、お
そろいのＴシャツに身を包み演奏する姿が清々しく、
懐メロメドレーや生徒の歌唱による「アナと雪の女
王」、「情熱大陸のテーマ」等、人数を感じさせない
パワフルな演奏を披露しました。
　毎日の練習の成果を「地域のステージ」で発表し、 　▲パワフルな演奏を披露する部員たち

地域貢献活動を進めている部員たちに会場からは大
きな拍手が送られました。～森吉中学校吹奏楽部～ま

す
。神
社
で
祭
式
を
行
な
っ
た
あ
と
、

地
区
内
の
子
ど
も
た
ち
が
「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
」
の
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
絵
灯
篭

の
山
車
を
引
き
、
神
社
を
出
発
し
て
地

区
内
を
巡
行
し
ま
す
。

◇
菅
原
神
社　
米
内
沢
神
社
の
境
内
に

あ
り
、
学
問
の
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
る

菅
原
道
真
（
平
安
前
期
の
貴
族
・
学
者
）

を
祭
っ
て
い
る
神
社
で
す
。

◇
開
催
日
時　
現
在
で
は
８
月
24
日
の

午
後
５
時
か
ら
菅
原
神
社
例
祭
を
行

い
、
午
後
６
時
か
ら
「
ヤ
マ
ヤ
マ
」
が

巡
行
さ
れ
ま
す
。

◇
北
秋
田
市
の
民
俗
文
化
財
の
中
で
は

他
に
例
を
見
な
い
珍
し
い
習
俗
で
、
ぜ

ひ
市
民
俗
芸
能
大
会
へ
出
演
し
、
さ
ら

な
る
振
興
・
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、森
吉
公
民
館（
調
査
・
聞
き
取
り
）

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

80

○「
ヤ
マ
ヤ
マ
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
米
内
沢
本
郷

◇
管
理
者　
米
内
沢
神
社

〈
内
容
〉

　
米
内
沢
本
郷
地
区
に
伝
わ
る
習
俗

で
、
８
月
24
日
の
夜
に
小
中
学
生
が
神

社
に
集
ま
り
、
学
業
成
就
や
高
校
合
格

な
ど
を
祈
願
し
、笛
や
太
鼓
と
と
も
に
、

境
内
に
飾
っ
て
あ
る
高
さ
２
丈
５
尺
の

灯
籠
を
先
頭
に
、
山
車
を
引
い
て
町
内

を
練
り
歩
き
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
旧
暦
６
月
24
日
、
七
座
天
神
祭
の
夜

に
、
灯
籠
を
先
頭
に
馬
鹿
囃
子
と
共
に

町
内
を
練
り
歩
い
た
の
が
始
ま
り
で
、

昔
は
こ
の
後
、
作
踊
り
（
豊
作
祈
願
）

を
踊
り
歩
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
車
の
灯
籠
は
、
４
段
の
絵
灯
篭
の

上
に
さ
ら
に
菅
原
神
社
と
書
い
た
宮
形

灯
篭
を
取
り
つ
け
て
あ
る
の
で
「
ヤ
マ

ヤ
マ
（
轟
山
）」
の
名
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
毎
年
、
地
区
内
の
中
学
三
年
生
の
男

子
が
「
轟
山
執
行
団
」
と
な
り
、
灯
篭

の
製
作
か
ら
巡
行
ま
で
を
取
り
仕
切
り

　
森
吉
地
区
を
中
心
に
活
動
す
る
方
た
ち

が
出
演
・
出
展
す
る
「
も
り
よ
し
文
化
交

流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

演
示
日
時　
11
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
14
時
30
分

展
示
期
間　
11
月
16
日（
日
）〜
12
月
末

場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　
各
団
体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
、
食
堂
な
ど

　
『
と
も
に
学
び
あ
い
地
域
の
輪
を
広
げ

よ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
阿
仁
地
区
を
中
心

に
活
動
す
る
方
た
ち
が
出
演
・
出
展
す
る

「
阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

演
示
日
時　
11
月
16
日（
日
）
10
時
〜
15
時

展
示
期
間　
11
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）

９
時
〜
15
時

場
所　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

　
も
り
よ
し
文
化
交
流
会

　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

問

　 ヤマヤマ

　
阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

問
　

 

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐

２
２
２
０

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
年
賀
状
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
18
日（
火
）、
20
日（
木
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所　
上
杉
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル

講
師　
田
中 

俊
生　
氏

定
員　
10
人

参
加
費　

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切　
11
月
10
日（
月
）

※

２
日
間
で
１
回
の
講
座
と
な
り
ま
す

　
「
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
」

　

―

「
食
」
を
と
お
し
て
育
む
力―

　
「
食
」
と
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
や
、

将
来
自
立
し
た
大
人
に
な
る
た
め
の
「
生

き
る
力
」
に
つ
い
て
、
学
び
、
考
え
、
行

動
に
つ
な
が
る
家
庭
教
育
講
演
会
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日（
日
）

　
　
　
12
時
30
分
〜
15
時
40
分

　
　
　
（
受
付
12
時
〜
）

場
所　
合
川
中
学
校
体
育
館

講
師　
竹
下 

和
男　
氏

　
　
　
（
前 

香
川
県
綾
上
中
学
校
長
）

　

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り
講
座

　
　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐
２
１
１
４

申
問

　
合
川
中
学
校
家
庭
教
育
講
演
会

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
課
☎
62‐

１
１
３
０

せん
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健
康　
　

  

医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

健
康
相
談

場
所
／
期
日

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　
11
月
６
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
11
月
13
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
11
月
13
日（
木
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
11
月
20
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
な
ど

持
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

日
時　
11
月
21
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

食
育
キ
ッ
ズ
参
加
者
募
集

日
時　
12
月
５
日（
水
）９
時
45
分
〜
13
時

集
合　
９
時
30
分　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、親
子
遊
び
、

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

対
象　
入
園
前
の
幼
児
と
保
護
者

持
ち
物　
子
ど
も
用
ス
プ
ー
ン
・
箸
、お
し

ぼ
り
、動
き
や
す
い
服
装

参
加
費　
無
料　
定
員　
20
組

申
込
締
切　
11
月
21
日（
金
）ま
で

健
康
な
歯
の
方
を
募
集
し
ま
す

　
75
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。
健
康
な
歯
の
方
は
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
認
定
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す

募
集
締
切　
11
月
28
日（
金
）ま
で

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
11
月
10
日（
月
）、17
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　
11
月
の
乳
児
健
診・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
11
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
11
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
26
年
４
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
査

　
期
日　
11
月
20
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
11
月
21
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
25
年
11
月
生
ま
れ
の
子

料心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

期
日　
11
月
26
日（
水
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
演「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
引
き

継
い
で
」山
本
孝
史
の
い
の
ち
の
バ
ト
ン

代
表　

山
本
ゆ
き
氏
／
対
談「
秋
田
に
い

き
る
〜
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
11
月
20
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

献
血
日
程

献
血
日
程

■
11
月
５
日（
水
）全
血 

■
11
月
25
日（
火
）全
血

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

菅

生

あ

や

の

鈴

木

ま

な

み

杉

渕

り

ん

庄

司

は

る

ひ

庄

司

や

ま

と

木

戸

石

中

道

岱

増

沢

惣

内

山
崎
団
地

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

今
川
ゆ
う
し
ん

佐
藤
だ
い
し
ろ
う

武

石

み

ゆ

う

中

嶋

こ

こ

佐

藤

な

つ

き

畠
山
た
い
し
ん

津

谷

え

い

む

佐

藤

け

い

と

渡

部

え

い

と

小
笠
原
ゆ
う
わ

長

岐

れ

い

な

畠

山

こ

な

糠

沢

前

野

高

野

尻

元

町

大

町

住

吉

町

舟

見

町

堂

ヶ

岱

堂

ヶ

岱

小

ヶ

田

本

郷

中

畑

年末調整説明会の
開催について
年末調整説明会の
開催について

　大館税務署法人課税部門
　　☎0186‐42‐0671
問

　官公庁・法人及び個人（白
色事業者）の源泉徴収義務者
を対象に説明会を開催します。
【日時】　
11月19日（水）
１回目受付開始　９時30分～
　　　説明会　　10時～12時
２回目受付開始　13時30分～
　　　説明会　　14時～16時
【場所】
　大館市民文化会館中ホール
【持参書類】　
　年末調整関係書類
　（対象者の方に送付します）
　個人青色事業者への決算説
明会は別途開催します。

　

北
秋
田
市
な
が
な
わ
と
び
大
会

日
時　
11
月
14
日（
金
）　
19
時
〜

場
所　
合
川
体
育
館

チ
ー
ム
構
成　

１
チ
ー
ム
14
人

※
内
補
欠
２
人
。男
女・
年
齢
問
い
ま
せ
ん

競
技
内
容　

３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、跳
ん

だ
回
数
の
多
い
２
回
の
合
計
で
競
い
ま
す

（
出
場
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
、２
回
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
し
、合
川
体

育
館
ま
た
は
鷹
巣
体
育
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
申
込
書
及
び
開
催
要
項
は
、北
秋
田
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、市
内
体
育
館

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

▽
合
川
体
育
館　
　
78‐
２
１
７
３

▽
鷹
巣
体
育
館　
　
62‐
３
８
０
１

申
込
締
切　
11
月
６
日（
木
）

　
　
　
鷹
巣
体
育
館　
☎
62
‐
３
８
０
０

FAXFAX

お
知
ら
せ

い
の
ち
を
守
り
、
支
え
る
事
業

▽
い
の
ち
の
総
合
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

期
日　
11
月
27
日（
木
）〜
29
日（
土
）

時
間　
10
時
〜
17
時

会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
さ
き
が
け
い
の
ち
の
巡
回
県
民
講
座

期
日　
11
月
29
日（
土
）13
時
〜
15
時
40
分

会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蜘
蛛
の
糸

　
☎
０
１
８‐

８
５
３‐

９
７
５
９

北
秋
田
市
民
歌
を
携
帯
電
話
で

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
携
帯
電

話
用
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
接
続
さ
れ
、
市
民

歌
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

携
帯
電
話
の
契
約
内
容
に
よ
り
、
１
回

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
、
パ
ケ
ッ
ト
料
金
が

８
０
０
円
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
総
務
課
総
務
係　
☎
62-

１
１
１
１

申
問

申
問
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お
知
ら
せ

　

県
北
地
区
結
核
対
策
研
修
会

　
結
核
に
対
す
る
県
内
に
お
け
る
先
進
的

な
取
り
組
み
を
知
り
、
早
期
発
見
と
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
29
日（
土
）　
13
時
〜
16
時

会
場　
能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
講
演
「
院
内
・
施
設
内
に
お
け
る

結
核
対
策
に
つ
い
て
」
／
説
明
「
県
北
地

区
の
結
核
の
現
状
と
秋
田
県
の
結
核
対
策

に
つ
い
て
」
／
活
動
紹
介

申
込
締
切　
11
月
21
日（
金
）ま
で

　
　
　
能
代
保
健
所
健
康
・
予
防
課

　
☎
０
１
８
５‐

52‐

４
３
３
３

　

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
個
人
事
業
税
の
納
期
は
12
月
１
日
で
す

　
忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
期

限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
の
方

は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
個
人
事
業
税
の
納
税
も
口
座
振
替
で

　
公
共
料
金
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。

県
内
の
金
融
機
関
に
口
座
が
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
利
用
不
可
）

お
問
い
合
わ
せ

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
収
納
管
理
課

　
☎
０
１
８‐

８
６
０‐

３
３
３
１

秋
田
県
総
合
県
税
事
務
所
北
秋
田
支
所

☎
０
１
８
６‐

49‐

２
２
１
１

　

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁

判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の

場
合
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判

官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　
平
成
27
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
に
通
知
と
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
段
階
で
は
ま
だ
具
体
的
な

事
件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

☎
０
１
８‐

８
２
４‐

３
１
２
１

　
検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
な
ど
、
被

害
者
が
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
対
し
て

不
服
が
あ
る
と
き
に
、
そ
の
処
分
に
つ
い

て
審
査
を
す
る
機
関
で
す
。

　
検
察
審
査
員
候
補
者
や
検
察
審
査
員
は
、

有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
、
候
補

者
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
に
通
知

が
届
き
ま
す
。

　
裁
判
員
候
補
者
の
通
知
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
大
館
検
察
審
査
会
事
務
局　

☎
０
１
８
６‐

42‐

０
０
７
１

申
問

　　医療健康課健康推進係　☎62‐6666問

　子宮頸がん、乳がん検診はお済みですか。今年
の検診は12月末まで受診できますが、12月に入
ると病院も混み合いますので、早めに病院に予約
して受診してください。

子宮頸がん検診、乳がん検診は
　12月末日で終了です

　　医療健康課健康推進係　☎62‐6666問

対象者

実施期間

助成額

実施場所

▽19歳～60歳の方
▽妊娠中の女性の同居家族
※明らかに風しんにり患したことのある方は
対象外です。

平成27年３月31日まで

１人１回まで全額助成

市内実施医療機関に事前に予約し、接種を受
けてください。

　平成25年度から実施している風しん予防接種
の接種料金助成事業は今年度で終了します。
　まだ接種されていない方は、是非接種されるよ
うお知らせします。

風しん予防接種

医療機関名（市内）
北秋田市民病院
（☎62-7001）
佐々木産婦人科医院
（☎63-0105）
うえだクリニック
（☎60-1055）

　実施検診内容
子宮頸がん・卵巣腫瘍検診、
乳がん検診

子宮頸がん・卵巣腫瘍検診

乳がん検診

　平成21～24年に無料クーポンを送付した方の
うち、利用がなかった方へ再度クーポンを送付
しています。クーポンを紛失した場合は再発行
しますので、この機会に是非受診してください。
※クーポンをお持ちの方は、上記のほかに県内
の医療機関で受診できます。

　「子ども・子育て支援新制度」の施行に伴い、平成27年度からの保育所等の入所手続き方法が変わります。
お子さんの年齢や必要とするのが教育か保育かによって、１号から３号までのいずれかの認定を受ける
ことになり、該当する区分によって利用できる施設や手続きの方法が異なります。

保育所等の入所手続き方法が変わります保育所等の入所手続き方法が変わります

満３歳以上～小学校就学前で教育のみを必要とする場合　⇒ 　１号認定
○利用できる施設は「幼稚園」「認定こども園」です

１
幼稚園などに直
接利用の申込み
をします

幼稚園などから
利用の内定を受
けます

幼稚園などを通
じて市に認定の
申請をします

幼稚園などを通
じて市から認定証
が交付されます

幼稚園などに入
園の手続きをし
ます

２ ３ ４ ５

満３歳以上～小学校就学前で保育を必要とする場合　⇒ 　２号認定

満３歳未満で保育を必要とする場合　⇒ 　３号認定

○利用できる施設は「保育所」「認定こども園」です

１
保育の必要性の
認定を市に申請
します

市から認定証が
交付されます

保育所の利用希
望の申込みをし
ます

希望状況などに
よって市が利用
の調整をします

市の利用決定に
より入所が可能
になります

２ ３ ４ ５

※実際の申請は、１と３を同時に行います。

 平成27年度分の申込期間・申込場所

　申請書類は申込場所に備え付けていま
すので、関係書類を添付して提出してく
ださい。その他の詳細については、「こ
ども福祉係」にお問い合わせください。

１号認定
申込期間　随時受付
申込場所　認定こども園しゃろーむ（62‐1249）

２号認定

３号認定

申込期間　11月10日（月）から11月28日（金）
申込場所　認定こども園しゃろーむ（62‐1249）、
（私）南鷹巣保育園（62‐1140）、（私）七日市保育園（66‐2054）、（私）綴子保育園（62‐0786）、
鷹巣中央保育園（62-2630）、鷹巣東保育園（62‐2254）、あいかわ保育園（78‐9030）、
米内沢保育園（72‐4020）、前田保育園（75‐2316）、阿仁合保育園（82‐3113）、大阿仁保育園（84‐2109）
福祉課こども福祉係（62‐6638）、合川総合窓口センター（78‐2113）、
森吉総合窓口センター（72‐3115）、森吉総合窓口センター前田出張所（75‐2111）、
阿仁総合窓口センター（82‐2113）、阿仁総合窓口センター大阿仁出張所（84‐2311）
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生活困窮者自立支援法研修会
～今、地域の力が試される～

　

研
修
な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、

財
政
・
経
済
・
金
融
・
国
有
財
産
な
ど
を

テ
ー
マ
に
、
職
場
研
修
や
町
内
会
な
ど
の

地
域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
に
講
師
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
お
役
に
立
つ
情
報
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
講
演
料
、
交
通
費
等

の
費
用
は
一
切
不
要
で
す
。

日
時　

相
談
に
応
じ
ま
す（
土
日
・
祝
日
、

夜
間
も
可
）

テ
ー
マ
例

▽
考
え
て
み
よ
う
日
本
の
財
政

▽
金
融
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に

▽
私
た
ち
の
街
の
身
近
な
国
有
財
産

▽
秋
田
県
の
経
済
に
つ
い
て　
な
ど　

受
付
時
間　
８
時
30
分
か
ら
〜
17
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
財
務
省
東
北
財
務
局　

　
　
　
秋
田
財
務
事
務
所
総
務
課　

☎
０
１
８‐

８
６
２‐

４
１
９
１ 　生活課環境係　☎62‐1110問

北 秋 田 市
環境放射線量測定結果
空間線量調査（10月10日測定）

　測定の結果、秋田県の通常
レベルを超える数値は観測さ
れていません。
※県の通常レベルは
　　　0.022 ～ 0.086

（単位：マイクロシーベルト毎時）

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.07
0.05
0.06
0.06
0.06
0.05
0.06

測定結果

善
　
　
意

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱

　
秋
田
支
店
大
館
支
社
長　
大
滝
一
夫　
様

交
通
安
全
横
断
黄
旗　

１
０
０
本

▽
㈲
秋
田
バ
ー
デ
ィ
グ
リ
ー
ン　

　
小
山
芳
明　
様

北
秋
田
市
応
援
歌
Ｃ
Ｄ　
３
０
０
枚

図
書
カ
ー
ド　

２
万
円
分

▽
藤
原
厚　
様　
　

冊
子
「
努
力
一
生　
我
人
生
」　

４
部

〈
市
業
務
全
般
に
係
る
経
費
の
一
部
と
し
て
〉

10
万
円

▽
地
域
お
こ
し
ア
イ
デ
ア
研
究
会　

　
代
表　
藤
嶋
絹
蔵　
様

〈
北
秋
田
市
地
域
振
興
支
援
と
し
て
〉

４
万
８
５
６
円

　
　
財
政
課
管
財
係　
☎
62‐
６
６
０
３

11月は児童虐待防止推進月間です

11月はＤＶ防止推進月間です

　児童虐待を未然に防ぐには、早期
発見と早期対応が重要です。虐待や
子育てに関する悩み事は、次の機関
にご相談ください。

　配偶者やパートナーからの暴力（ＤＶ）は、重大
な人権侵害です。一人で悩まずにご相談ください。

北秋田市福祉課こども
福祉係　☎62‐6638

北福祉事務所
☎0186‐52‐3951 平　日　８：30～17：15

平　日　８：30～17：15

女性相談所（相談専用ダイ
ヤル）　☎018‐835‐9052

平　日　８：30～21：00
土日祝　９：00～18：00

中央児童相談所
☎018‐862‐7311
北児童相談所
☎0186‐52‐3956

24時間・365日対応

平　日　８：30～17：15

平　日　８：30～17：15北秋田市福祉課こども
福祉係　☎62‐6638

　　福祉課こども福祉係　☎62‐6638

【日時】　11月14日（金）　13:30 ～ 15:30
【場所】　文化会館

　北秋田市における生活困窮の現状を学び、地域
で支え合う社会の構築について考えましょう。
　たくさんの皆さんのご来場をお待ちしています。

講演　「生活困窮者支援における民生委員と地域の役割」
　　　日本地域福祉研究所副理事長 小野 敏明 氏
事例報告①「日常活動から見える生活困難の実態、
　　　　　　誰も排除しない社会へ」
　　　　　北秋田市民生児童委員
事例報告②「相談援助活動と地域のつながりの必要性」
　　　　　北秋田市社会福祉協議会
事例報告③「生活保護で救えない人たち」
　　　　　北秋田市福祉事務所

　　福祉課地域障がい福祉係　☎62‐6637

主催　北秋田市民生委員児童委員協議会
共催　北秋田市社会福祉協議会、北秋田市
後援　北秋田地域福祉施設経営者協議会

ふ
る
さ
と
手
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

北
秋
田
応
援
団
募
集

　
今
回
で
12
回
目
を
数
え
る
「
あ
き
た
ふ

る
さ
と
手
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
今
年
も

北
秋
田
市
が
参
加
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
審

査
会
に
参
加
し
、
北
秋
田
市
の
Ｃ
Ｍ
を
一

緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

期
日　
11
月
23
日（
日
）

時
間　
開
演
13
時
30
分（
予
定
）

場
所　
秋
田
県
児
童
会
館
け
や
き
シ
ア
タ
ー

　
　
　
（
秋
田
市
山
王
中
島
町
１‐
２
）

集
合
場
所　
同
会
場
へ
13
時
ま
で
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い

定
員　
20
人

申
込
期
限　
11
月
６
日（
木
）

※
現
地
ま
で
の
交
通
費
や
移
動
、
昼
食
は

各
自
で
負
担
・
準
備
願
い
ま
す
。

　
　
　
北
秋
田
ま
る
ご
と
体
験
会
議
事
務
局

　
☎
75‐
２
１
２
９

　

米
代
川
の
伐
採
木
を
提
供
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
洪
水
時
に
支
障
と
な
る
樹
木
を
順
次

伐
採
し
て
お
り
、
こ
の
伐
採
木
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
地
域
住
民
の
方
々
に
提
供

し
ま
す
。

申
込
期
間　
11
月
４
日（
火
）〜
７
日（
金
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時

申
込
方
法　
鷹
巣
出
張
所
で
、
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

提
供
の
決
定　
受
付
終
了
後
、
抽
選
に
よ

り
提
供
す
る
方
を
決
定
し
ま
す

提
供
期
間　
11
月
12
日（
水
）〜
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時

提
供
場
所　
今
泉
地
内
（
翔
鷹
大
橋
上
流

右
岸
）

提
供
数
量　
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分（
一
世
帯
）

　
　
　
能
代
河
川
国
道
事
務
所

　
　
鷹
巣
出
張
所
巣　
☎
62‐
１
２
２
６

申
問

新
米
の
も
ち
米
を
体
内
に
吸
収
し
た
バ
タ
も
っ
ち
は
、「
新
米
バ
タ
も
っ
ち
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

　　　商工観光課商工労働係　☎72‐3112

北秋田市起業支援事業補助金北秋田市起業支援事業補助金
　起業の模範となる事業を実施する方に、起業に
要する経費と新規雇用に要する経費を最大75万円
助成します。（県起業支援支援補助金との併用可）

申
問

申
問

　就業する上で有利となる資格を取得した求職中
の方に、取得に要する経費の一部を助成します。

北秋田市就業資格取得支援助成金

　　　　　市内に住所を有する60歳未満で
　　　　　ハローワークに求人登録をしている方
　　　　　国家・公的資格（普通運転免許等は除く）
　　　　　受講料・受験料・登録料
　　　　　対象経費の１／２、上限10万円
　　　　　（１人につき年度内に１回限り）

対 象 者

対象資格
対象経費
交 付 額

補助対象

事業拠点費

人件費

補助率

１／４以内

１／４以内

限度額

37.５万円以内

37.５万円以内

申問　　秋田県国民文化祭推進局　☎018‐860‐1558

第29回国民文化祭あきた2014

フィナーレイベント・閉会式

（月）（月）

11３県内17の重要無形民俗文化財
が秋田市の会場に勢揃い！
県内17の重要無形民俗文化財
が秋田市の会場に勢揃い！

イベントに伴う交通規制（車両通行止）

会場　秋田県民会館、にぎわい広場、
　　　にぎわい交流館ＡＵ、広小路・中土橋
根子番楽は、にぎわい広場で11：20に披露されます

秋田市立中央図書館

お堀

お堀

アトリオン

国学館高校

明徳館高校

和洋女子高

秋田中央署

秋田キャッスル
ホテル

中央通り

にぎわい交流館ＡＵ
にぎわい広場

中土橋通り
8：00～19：00

仲小路
9：00～17：00

広小路
9：00～15：00

秋田県民会館
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【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。
希望日の前日までに電話でお申し込みください。

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

【募集戸数】　①～⑥･･･１戸、⑦･･･４戸
①高野尻団地･･･綴子字高野尻 90‐2
木造平屋２戸建１ＬＤＫ　月額 16,100～37,000円
トイレ：水洗　給湯 : 有　浴室：ユニットバス
②林岱団地･･･八幡岱新田字林岱 89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 9,700～18,600円
トイレ：水洗　給湯 : 無　浴室：浴槽無
③松ヶ丘団地･･･川井字松石殿 1‐254★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 13,100～30,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
④田の沢団地･･･川井字鳥屋沢 40‐25
木造平屋３戸建１ＬＤＫ　月額 13,400～30,800円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費 400円）
⑤御嶽団地･･･本城字上悪戸 31‐1
木造平屋２戸建２ＬＤＫ　月額 19,200～44,200円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑥米内沢駅前団地･･･米内沢字上野 102‐5★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額 50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑦サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱 51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額 41,300円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費 800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】　
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　
第１回　11月４日（火）～10日（月） 
第２回　11月14日（金）～20日（木）※土日除く
※第２回の募集住戸については、11月12日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

11月23日（日）13時30分～日時

会場 文化会館 入場無料

　　北秋田鷹巣祇園太鼓審査会実行委員会　☎62‐9866

第24回北秋田鷹巣祇園太鼓審査会第24回北秋田鷹巣祇園太鼓審査会

大型自動二輪免許大型自動二輪免許
技能試験日の変更のお知らせ技能試験日の変更のお知らせ

　秋田県警運転免許センターで木曜日限定で行わ
れていた大型自動二輪免許の技能試験が、毎日（土
日・祝祭日を除く）受験できるようになりました。
※冬期間（12月１日から翌年３月31日まで）は休止
　　運転免許センター試験係　☎018‐862‐7570問

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時　

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

定
員　
10
人

▽
低
圧
電
気
取
扱
特
別
教
育

期
間　
11
月
20
日（
木
）、
21
日（
金
）

内
容　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
整
備
の
た
め
の

低
圧
電
気
取
扱
い
特
別
教
育

対
象
者　
３
級
自
動
車
整
備
士
以
上
の
方

申
込
締
切　
11
月
10
日（
月
）

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
応
用
講
習

期
間　
12
月
８
日（
月
）、
９
日（
火
）

内
容　
エ
ク
セ
ル
関
数
と
そ
の
応
用

対
象
者　
文
字
入
力
の
で
き
る
方

申
込
締
切　
11
月
25
日（
金
）

　
　
　
鷹
巣
技
術
専
門
校　☎

84‐

８
３
５
１

そ
の
病
気
、
石
綿
が
原
因
で
は

　
息
切
れ
、
胸
が
苦
し
い
な
ど
の
症
状
が

あ
る
方
や
、
ご
家
族
で
中
皮
腫
、
肺
が
ん

等
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
石
綿
に
よ
る
病
気
と
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
、
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課　

☎
０
１
８‐

８
８
３‐

４
２
７
５

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間　
27
年
１
月
６
日
〜
６
月
29
日

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

訓
練
科（
定
員
）　

▽
機
械
加
工
技
術
科
（
15
人
）

▽
電
気
設
備
科
（
15
人
）

▽
ビ
ル
管
理
科
（
18
人
）

募
集
期
間　
10
月
27
日
〜
12
月
１
日

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
て
い
る
方

　
　
秋
田
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
８‐

８
７
３‐

３
１
７
８

労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
解
雇
・
雇
い
止
め
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ
な
ど
の
職
場
で
お
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
専
門
家
が
円
満
な
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
利
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

☎
０
１
８‐

８
６
０‐
３
２
８
４

お
知
ら
せ

申
問問

問

労働保険の加入手続きはお済みですか労働保険の加入手続きはお済みですか

　労働保険（労災保険・雇用保険）は、農林水産
業の一部を除き、労働者を１人以上使用する全て
の事業主が、事業主及び労働者の意向に関わらず
加入することになっています。
　加入されていない場合は、早急に最寄りの労働
基準監督署またはハローワークにご相談ください。
　　秋田労働局労働保険徴収室　☎018‐883‐4267問

11月は「労働保険適用促進強化期間」です11月は「労働保険適用促進強化期間」です

　秋田県最低賃金は臨時、パート、アルバイトなど、
県内すべての労働者に適用され、労使合意の上で
あっても、最低賃金以上の賃金を支払わないと最
低賃金法違反になります。
　詳しくは、お問い合わせください。
　　秋田労働局賃金室　☎018‐883‐4266問

必ずチェック最低賃金必ずチェック最低賃金
使用者も、労働者も使用者も、労働者も

時間額「６７９円」時間額「６７９円」【10月５日発効】【10月５日発効】

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

（
３
、５
〜
16
、19
、23
、26
日
）

■
森
吉
図
書
館 

☎
72‐

３
１
９
２

（
３
、５
、12
、16
、19
、23
、26
日
）

11
月
の
休
館
日

市営住宅
入居者募集

問

　　北秋田警察署被害者支援係　☎62‐1245問

犯罪被害者週間犯罪被害者週間

犯罪被害者等のための相談窓口
〇県民安全相談センター
　　♯9110（プッシュホン）又は018‐864‐9110
〇やまびこ電話（少年に関する相談）
　　018‐824‐1212
〇レディース通話110番（性犯罪、暴力等の相談）
　　0120‐028‐110
〇公益社団法人秋田被害者支援センター
　　0120‐62‐8010

犯罪被害給付制度
　国では、犯罪被害者や遺族の方に経済的支援を
行っています。詳しくはお問い合わせください。

　犯罪や交通事故にあわれた方、その家族、遺族
の方々は、身体への直接的な被害だけでなく、精
神的・経済的にも被害を受けています。警察では、
被害にあわれた方々が、再び平穏な生活を取り戻
すまで必要な支援を受けられるよう、関係機関と
連携した支援活動を行っています。

期間　11月25日（火）～12月１日（月）
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幸
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成
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総人口　34,919人（41人減）【157人（２人増）】
男　　16,303人（25人減）【 19人（１人減）】
女　　18,616人（16人減）【138人（３人増）】
出生　12人【０人】　 転入　 45人【３人】
死亡　50人【０人】　 転出　 48人【１人】
世帯数 14,338世帯（２世帯減）【151世帯】

人口と世帯数
※９月30日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
９
月
》

▽
慶
弔
費　

４
万
５
０
０
０
円
（
３
件
）

▽
会　
費　
１
万
５
０
０
０
円
（
３
件
）

▽
そ
の
他　
４
万
３
７
５
２
円
（
４
件
）

▽
合　
計　
10
万
３
７
５
２
円
（
10
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す　

　

入
札
結
果
の
公
表《
９
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
排
水
維
持
工
事（
そ
の
他
市
道
下
町
３

号
線
）／
３
２
９
万
４
０
０
０
円
／
㈲
ビ

ル
ド
・
ミ
ヤ
ノ
▽
阿
仁
合
簡
易
水
道
水
源

地
管
理
用
道
路
補
修
工
事
／
３
９
９
万
６

０
０
０
円
／
山
一
林
業
㈱
▽
あ
い
か
わ
保

育
園
屋
根
改
修
・
外
壁
塗
装
工
事
／
４
２

８
７
万
６
０
０
０
円
／
朝
日
建
設
㈱
▽
上

岱
団
地
屋
根
ト
タ
ン
葺
替
外
壁
改
修
工
事

お
知
ら
せ

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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０
０
０
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／
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岡
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０
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／
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２
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／
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０
０
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仁
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０
０
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／
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日
1
2
3
4
5
6
7
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9
10
11
12
13
14
15
16
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19
20
21
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23
24
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27
28
29
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水
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日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
62－1101
62－1146
63－0515
72－4501
63－0105
63－2700
62－1400
60－1055
62－2261
62－1155
82－2351
78－3161
62－7001
62－7001
69－7311
62－1400
62－1101
72－4501
62－2882
63－0105
72－4501
62－2882
62－7001
62－7001
69－5300
78－3161
82－2351
62－1146
62－1155
63－2700

医 療 機 関 名
盛 岡 外 科 医 院
奈 良 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
たむら内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
う え だ ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
近 藤 医 院
阿 仁 診 療 所
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
藤 原 医 院
佐々木産婦人科医院
米 内 沢 診 療 所
藤 原 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
毛利整形外科クリニック
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
奈 良 医 院
近 藤 医 院
たむら内科クリニック

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間
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の納期限税

12月１日まで
国民健康保険税 第５期

訂
正　
《
10
月
号
10
ペ
ー
ジ
》

○
第
10
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

　
銀
賞
受
賞
者

　
正
＝
松
前
谷
　
樹
　
さ
ん

　
誤
＝
越
前
谷　
樹　
さ
ん

　
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

平成26年 秋の火災予防運動平成26年 秋の火災予防運動
期間　11月２日（日）～11月８日（土）

　北秋田市消防本部及び消防団では、火災予防運動週間中
に火災予防啓発活動の一環として次の行事を行います。

　　消防本部　☎62‐1119問

統一標語

■11月２日（日）　
▽各地区消防団による災害想定訓練
　【鷹巣】７：00～南鷹巣地区（南鷹巣交流センター周辺）　
　【森吉】９：00～新屋布地区（新屋布コミュニティセンター周辺）
　【阿仁】７：00～比立内地区（比立内除雪センター周辺）
　【合川】８：30～増沢地区（増沢集会施設周辺）　
▽鷹巣地区の大型店での火災予防ＰＲ啓発活動
▽各地区消防団による巡回広報及びチラシ配布
■11月６日（木）　▽一日消防署長
■期間中　▽防火サイレンの吹鳴
▽消防車両による巡回広報
▽保育園ぬりえ展示（阿仁診療所）

「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」
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鉱山の隆盛がもたらした
  阿仁文化の現代への活用

秋田大学「地(知)の拠点整備事業」フォーラム２０１４ｉｎ 北秋田

日　時 11月21日(金) 会　場 阿仁ふるさと文化センター

12：15
13：00
13：20

14：30
15：40

受付開始
開会

　（高知大学教育研究部人文社会科学系人文社会科学部門／教授）

閉会

（問）秋田大学地域創生センターＣＯＣ事務局
　　　☎018-889-3173　E-mail coc25@jimu.akita-u.ac.jp

主催：国立大学法人秋田大学、北秋田市
後援：秋田県、横手市、潟上市

記念講演「江戸時代の阿仁鉱山と地域」
　講師　荻　慎一郎 氏

事業報告「鉱山の隆盛がもたらした阿仁文化の現代への活用」

入場無料
申込不要

割引料金
正規料金

大人券

32,000円
37,000円

シニア券

24,000円
26,000円

子供券
（高校生以上） （60歳以上） （中学生以下）

20,000円
23,000円
（税込）（税込）

シーズン券発売中
（特別割引期間は11月末まで）

（問）阿仁スキー場　☎８２ー３３１１（問）阿仁スキー場　☎８２ー３３１１
ホームページ　www.aniski.jpホームページ　www.aniski.jp

紅葉シーズンにも利用できる

お得な前売り券も予約受付中

紅葉シーズンにも利用できる

お得な前売り券も予約受付中

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

　

自
立
し
た
高
齢
社
会
に
向
け
た
地
域
づ
く
り

森吉山森吉山

「冬季スキ
ーシーズン

」と「ゴール
デンウィー

ク期間」有
効

12月６日（土）オープン予定
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